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東京都バドミントン協会は70年前の昭和22年5月15日に倉l1立

し、 （財） 日本バドミントン協会に加盟いたしました。以来、歴代会

長は10名、歴代理事長は15名を数え、何よりバドミントンを愛す

る人々の献身的な努力と情熱によって今日の隆盛を見るにいたりま

した。ここまでご指導いただきました諸先輩の皆様、そして協会を

支えてこられました関係各位の熱意とご尽力に対し深く敬意と感謝

を申し上げます。

顧みれば協会設立以来、幾多の苦難を乗り越え、 また数多くの栄

光を積み重ねながら、今日まで歩んでまいりました。なかでも、数

多くの国際大会を主管できましたことは、栄誉であるとともに、役

員の運営技術の向上に大きく貢献いたしました。そのいくつかの大

会を挙げますと、第3回アジア大会、第6回トマス杯大会、第5回

ユーバー杯大会（初防衛)、第4回国際大会（日英対抗) 、第5回国

際大会（日独対抗)、第11回バドミントンワールドカップ .79 (ジ

ャパンオープン)、第2回ヨネックスジャパンオープン （賞金1000

万円)、第16回トマス杯／第13回ユーバー杯、そして近年では毎

年東京体育館で行われ、 2017年から名称が変更したダイハツ・ヨネ

ツクス・ジャパンオープンが挙げられます。そして2013年9月7

日には2020年東京オリンピック・パラリンピックが決定し、 2年後

にはこれを迎えようとしています。オリンピックのホストシテイの

バドミントン協会としてこれまでの大会運営で蓄積したノウハウを

最大限に動員して世界の国々から参加される皆様をしっかりとおも

てなしする所存です。70年という大きな節目を機会に、オリンピッ

クを主催する都市の協会として、 ジュニア強化、そして各層のリー

ダーの養成を継続し、 さらに世界に飛躍すべく努力していきたいと

思っています。

おわりにあたり、本協会の発展に多くの力添えをいただきました、

(公財） 日本バドミントン協会をはじめ関係各位に厚くお礼申し上げ

ます。70周年を新たな機に当協会の発展と目標達成のために倍旧の

ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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東京都バドミントン協会

会長

千葉 健夫
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創立70周年記念誌の発刊によせて
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東京都バドミントン協会が昭和22年5月に発足して、ここに70周年を

迎えることになりましたこと心からお祝い申し上げます。

私は清水務会長の後任として、平成20年5月から会長に就任して約7

年間、それと昭和49年から62年まで14年間理事長を歴任した間、役員

の皆様、会員の皆様から暖かいご指導とご支援を賜り、大過なく過ごさせ

ていただきましたことを深く感謝いたします。本協会が年々輝かしい発展

を遂げられているのも皆様の絶大なるご協力の賜物であります。

なかでも平成25年スポーツ祭2013東京国体が10月に開催され、その

時の役員の皆様のご努力、ご協力により大会が大成功裏(成績も）に終わる

ことができました。国体という大イベントも無事終了しましたので会長職

の交代の意を表したところ役員の皆様のご理解をいただきまして、後任会

長に干葉健夫氏がその大役を引き継いで戴き今日を迎えることができまし

た。ここに改めて深甚なる謝意を込め厚くお礼申し上げます。

私が副会長の時、平成19年に創立60周年を迎え記念行事も当時の役員

皆様のご協力により開催することが出来ました。理事長任期中(昭和49年

から昭和62年)約14年間に、協会の事務所を目黒区鷹番に移し、昭和57

年に現在事務所、西新宿に移転する間約10年間で、組織充実し、財政確保、

普及発展に役員一同が大変努力した時期だと思います。日本協会から全日

本総合大会の主管の依頼があってから、都内で開催される各種大会の主管、

国際大会では主管運営まで手伝うようになりました。同時に本協会の会員

の増員のため、支部対抗戦取り入れ、指導者、審判員の育成、選手の競技

力の向上、東京都からの行事への協力、現在の基盤を作った時代であった

と思い、改めて当時の役員皆様に感謝いたす次第です。いまや日本バドミ

ントン界も2012年(平成24年)ロンドンオリンピックで女子複藤井。垣

岩組初銀メダル、 2016年(平成28年)リオオリンピック女子複高橋・松友

組金メダル、女子単奥原選手が銅メダルを獲得する大活躍されました。そ

の後、国際大会においてもメダルを獲得し我々バドミントン関係者始め愛

好者等に、特にジユニア層には夢と希望と勇気を与えてくれたと思います。

2020年の東京オリンピ､ソク。パラリンピックの開催あと2年後になり

日本代表選手として本協会の所属選手が一人でも多く出場することを期待

しております。

おわりになりますが、本協会がますます皆様に愛される協会になるよう

に、そしてこれからの目標を優秀な選手の育成、指導者の養成、会員の皆

さまとコミュニケーションを図ることとし、今後の協会の発展に努ﾉﾉして

ほしいと思います。

またこれからも皆様のご指導、ご鞭燵をよろしくお願いすると|ril時に「・

葉会長をもりたてて協会がますます発展をいたしますようおl頼いいたしま

す。皆様と7()年という大きな節'1を共に祝うことが出来ましたことを,L，

より感謝申しtげ記念誌発|:|'にあたってのご挨拶といたします，
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名誉会長

浅岡 武

-‘3



感謝・飛踵
111ll1111llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll lllllllllllllllll

日本バドミントン協会が設立された翌年の1947年5月

15日に創立した東京都バドミントン協会は、 2017年5月

に70周年を迎えることが出来ました。各支部．各連盟等

バドミントンを愛する会員皆さまの情熱とお力添えにより、

50周年を迎えた20年前は、約12,000人、そして70周年

を迎えた本年には約23,000人の会員数となりました。多く

の会員の皆さま、ご指導いただきました諸先輩の皆さまに

心から敬意と感謝を申し上げます。
東京都バドミントン協会

理事長

笹林 義春
近年、日本のバドミントン選手の活躍により、 メデイアで

も多く取り上げられるようになりました。バドミントンが

大変注目されるスポーツ競技になり、競技者や愛好者が益々

増えてきております。

これも、皆さま方が取り組んでこられた底辺の拡大、ジ

ュニア育成等の賜物だと思います。 3年後の2020年には

｢東京202Oオリンピック･パラリンピック」が開催されます。

これを契機に、バドミントン競技の普及発展及び競技力の

向上を目指し、協会が更に大きく飛躍できるよう会員皆さ

まのお力添えをいただきながら協会役員一丸となって努力

していきたいと思います。

今後とも温かいご支援をお寄せくださいますよう切にお

願い申し上げます。
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東京都協会創立70周年を迎えられ、心よりお喜び申し上げます。

昭和22年5月15日、貴協会が戦後の混乱期に競技スポーツの団

体として設立され、バドミントン競技の普及発展と愛好者の交流に

大きな力を発揮されましたことは、たいへん素晴らしいことと思い

ます。また、協会を盛り立てられました会員の皆様と歴代役員、会

長の皆様の努力に対し深甚な敬意を表す次第でございます。今や、

会員数22,932名と全国一の協会に成長されましたことは喜ばしいか

ぎりでございます。

東京都バドミントン協会の発展は日本バドミントンの発展をリー

ドするものであり、 日本バドミントン界の一層のレベルアップにつ

ながることは申すまでもありません。東京では、BI"FSuperSeries

であるダイハツ・ヨネックス・ジャパンオープンをはじめ多くの国

際大会、そして全日本総合バドミントン選手権大会はじめ多くの国

内大会が行われています。強豪が集まる試合を経験することによっ

て選手は成長します。この面から考えても日本バドミントン界に貢

献するところ大であります。この成果が昨年のリオ・デジャネイロ

オリンピックで高橋礼華・松友美佐紀組の金メダル獲得、奥原希望

選手の銅メダル獲得につながったものだと思います。また、 この3

人とも東京都協会登録の選手であることも偶然ではないでしょう。

そして2020年に迫っている東京オリンピックでの日本人バドミン

トン選手の活躍も目に見えるようです。これからも引き続き貴協会

が発展することによって、 日本バドミントン界のさらなる発展を促

していただきたいと大いに期待するところでございます。

ここに記念すべき創立70周年の記念誌が発行され、公益財団法人

日本バドミントン協会の歴史の一員として記録され、次代を担う若

人に引き継がれることは、わが国のバドミントン界にとってかけが

えのない財産となるものと確信いたしております。どうか、東京都

バドミントン協会におかれましては本誌の発刊を機に、 さらに底辺

の拡大と組織の充実ならびに競技力向上を目指し、輝かしい日本バ

ドミントン界が常に輝き続けるよう、大いなる飛躍。発展を遂げら

れますよう祈念申しあげ、発刊に寄せる祝辞といたします。
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公統財1,tl法人

' ’水バドミントン協会

会長

民輔綿貫
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このたび東京都バドミントン協会が創立70周年を迎えられました

ことを心よりお慶び申し上げます。

貴協会は、戦後間もない昭和22年に創立され、首都東京のバドミ

ントン競技の統括団体でありながら、東京都のみならず日本バドミ

ントン界の発展にも大きな役割を果たして来られました。

ジュニア世代の指導育成、東京都シングルス選手権大会をはじめ

とする大会運営及び上級指導員養成講習等の事業活動を継続的に実

施され、バドミントン競技の普及．発展に寄与されるご努力に敬意

を表します。東京都とは､ジュニアスポーツアジア交流大会を共催し、

都政におけるスポーツ国際交流に多大なるご貢献をいただいており

感謝申し上げます。

また、バドミントンの研究研鐺だけでなく、一流選手が出場する

大会の観戦情報や出場可能な大会情報等を愛好者にいち早くインタ

ーネットにより提供するなどの支援的な取り組みは、他県のバドミ

ントン協会からも常に模範とされていると伺っております。このよ

うな事業展開には、今後も期待しております。

さて、東京202Oオリンピック・パラリンピック競技大会まで残

りl,000日を切りました。東京都は、大会を成功に導くため総力を

挙げて準備を進めています。さらに、 これを機にスポーツが日常に

とけ込み、誰もがいきいきと豊かに暮らせるスポーツ都市・東京の

実現を目指して､精力的に施策を展開してまいります。そのためには、

貴協会との連携が不可欠であります。是非今後も引き続き、皆様の

御支援と御協力をお願いいたします。

結びに、歴代会長をはじめ、今日まで東京都におけるバドミント

ン競技の振興に御尽力いただいた皆様に深く敬意を表するとともに、

東京都バドミントン協会の今後益々のご発展と皆様のご健勝を祈念

して、 この慶事の祝辞といたします

？

一
一
一
一
一

東京都知事

小池百合子

-6-



祝辞
l lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

このたび、東京都バドミントン協会が創立70周年を迎えられまし

たことを心からお慶び申し上げます。

貴協会は、戦後間もない時代から、バドミントンの普及奨励に尽

力され、都民スポーツの振興とアスリートの育成・強化を通じて、

東京はもとより我が国のバドミントン競技の発展に、大きな役割を

果たしてこられました。この間、東京都と本会が進める各種の大会

やスポーツ推進事業にも惜しみないご協力をいただいてまいりまし

た。特に、ジュニアスポーツの裾野の拡大を目指すジュニア育成地

域推進事業では、責会傘下の地区団体の積極的な参加により、事業

規模・参加者数において全競技で5本の指に入る実績を挙げていた

だいているほか、他団体との共催でも海外15都市を対象にジュニア

スポーツアジア交流大会を十年以卜手管され、国際競技力の強化に

も大いに貢献されてきました。

こうした取り組みが実を結び、近年、男子は2014トマス杯、

BWFスーパーシリーズ、同ファイナルズで優勝、女子は2016リオ

五輪大会で、ダブルス優勝、シングルス3位と、東京都から輩出さ

れた選手が実に輝かしい成果を残されたことは記憶に新しいところ

です。 これもひとえに歴代の役員の皆様をはじめ関係の皆様の並々

ならぬご尽力の賜物と、心からの感謝と敬意を表します。

いよいよ東京2020五輪競技大会も2年後に迫り、東京都体育協

会といたしましても、皆様とともにスポーツムーブメントのうねり

を更に高めながら、史上最高の大会となるよう万全の準備を進めて

まいりますので、引き続きのご支援とご協力をお願い申し上げます。

結びに、創立70周年という大きな節目の年を迎えられた貴協会

の益々のご隆盛と、関係各位のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、

お祝いのことばとさせていただきます。

公続11ｲ1,il法人

4Uj(部休行協会

会長

山本 博
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東京都バドミントン協会

役員紹介

H1
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顧 問

権田正一 村山幸雄

参 与

組村

荻田

森谷

水上

鏑木

福井正康 杉山郁郎

関 敏夫 小林健二

栗田光憲 高橋英夫

佐藤 隆 池田公子

保田秀行

須
田
原
澤

得司

耕貴

幸雄

康弘

明

實

喜久男

英二

興司

一
一
一

太
菅
辻

名誉会長
今
云 長

争 勺 、

浅岡 武 干葉健夫
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東京都バドミントン協会役員紹介

副会長

r 可

雲馨ﾛ
弓

言渉

鈴木利雄 鴫
へ
フ 兒来サキ

冒
升

全
‐
上
一
Ｊ

一

う

勝殿川
ｐ
昏
凸

崔
旦 竹内ヒロ子

理事長

笹林義春

副理事長

〆箔＆

横山 登

（事業部）

山中達雄

(事務局長。総務部）
落合久夫
（強化部）
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|蕊京郷(震ﾐﾝﾄﾝ鰯…綿．

常務理事

１
－
へ

〃
■
一
《

一

一

一

加藤 孝

（競技）

中野正一

（審判）
原 正人

（審判）

相馬真優奈

（総務）

福島美記子

（財務）

魚
舎s

d喜企
白烏 卓

（競技・審判）

須田和裕

（企画渉外）

千葉俊信

（指導強化）
田 繁

(競技）

士
ロ中澤悦子

（競技）

内村 実

(競技｡国体担当）

戸
』

彌永正信
(企画渉外･ホー

ムページ担当）

山城讓治

（企画渉外）

藤井弘行

（指導強化）

上田敏之

（指導強化）

監 事

前川 正森 麗子
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沿革(東京都協会の行事20年の歩み）



I 沿革（東京都協会の行事20年の歩み）

1ggフ年度(平成9年度）

L ●11月8B･9日第46回全l 'il,$『年大会主管

（板橋区上板橘体育館）

出場した国分寺市チームが優勝

●11月30日東京都シングルス選手権大会

（荒川区総合スポー､ソセンター）

●10年1月5日新年役員懇親ﾉ＜会

（「代ll1区総合体育館）

●10年3月21日後期支部対抗戦

（立川' ij5&! |j民体育館）

●10年3月21日～241 1 第26回全日本高校選

抜選手権大会

（駒沢オリンピック公|刺総合運動場体育館）

●10年3月29日東京都混合ダゞプルス選手権大会

（板橋区立小豆沢体育館）

●第16回ヨネックスオープンジャパン ｡98

（国立代々木競技場第二体育館）

●玉手庸会長退任により、新会長に清水務氏が就任

●第52回国民体育大会（大阪府）成年男子優勝

監督：兒嶋昇選手：町HI 文彦、須賀隆弘、久

保田雄三、少年女子5位入賞

●千葉健夫副理事長が日韓交流大会団長として韓

国に派遣される

●東京都体育協会表彰を池田公子氏が受賞

●C級スポーツ指導員養成講習会

（板橋区上板橋体育館）

主催大会等

●5月8日第15回全日本家庭婦人競技大会都予

選会（板橋区上板橋体育館）

●5月24日平成9年度総会(千代田区総合体育館）

●5月25日創立50周年記念式典・祝賀会

（ホテルグランドパレス）

●6月1日第50回都民体育大会

女子（多摩市総合体育館）

男子（武蔵野市総合体育館）

●6月22日第52回国民体育大会都予選会シン

グルス（江戸川区総合スポーツセンター）

●6月29日第52回国民体育大会

都予選会ダブルス（中央区総合スポーツセンター）

●7月27日前期支部対抗戦

（葛飾区総合スポーツセンター）

●8月23日・24日第52回国民体育大会

関東ブロック大会（町田市立総合体育館）

東京都チームは3チーム通過し、予選免除を含み

全種目出場は初めて

●9月6日・7日関東総合選手権大会

（町田市立総合体育館）

（財） 日本バドミントン協会理事に浅岡武副会長、

花岡牧夫理事長が就任

●9月7日第9回都民スポ・レク大会／全国青年

大会都予選会（北区滝野川体育館）

●9月14日東京都ダブルス選手権大会

（府中市総合体育館）

言二一~ ｰ'一~~一、

C級スポーツ指導員養成講習会'
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｜ 主催大会等 1

●5月14日第16回全日本家庭婦人大会都予選会

（板橋区立上板橋体育館）

●5月31日第51回都民体育大会（第1部）女子

の部（多摩市立総合体育館）

●5月31日第51回都民体育大会（第1部）男子

の部（葛飾区総合スポーツセンター）

●6月14日第51回都民体育大会（第2部） シン

グルス大会（武蔵野市総合体育館）

●6月28日第53回国民体育大会都予選会ダブ

ルス大会（江戸川区総合スポーツセンター）

●7月26日東京都ダブルス選手権大会

（葛飾区総合スポーツセンター）

●8月30日第10回都民スポ・レク大会

（北区滝野川体育館）

●8月30日平成10年度青年大会都予選会

（北区滝野川体育館）

・9月13日東京都ダブルス選手権大会1部･ 2部

（板橋区立上板橋体育館）

●12月6日東京都シングルス選手権大会

（荒川区総合スポーツセンター）

●1月10日東京都役員懇親大会

（中央区築地社会教育会館）

・2月11日東京都支部対抗戦(立川市泉市民体育館）

●3月28日東京都混合ダブルス選手権大会

（板橋区立上板橋体育館）

●浅岡武氏が勲章「藍綬褒章」を受章

1主管大会

●7月29日～31日第16回全国家庭婦人大会

（町田市立総合体育館）

●10月8日～10日全国高等専門学校選手権大会

（八王子市）

●11月4日～8日平成10年度全日本総合バドミ

ントン選手権大会（中央区総合スポーツセンター・

国立代々木運動場第二体育館）

●11月7日・8日第47回全国青年大会

（板橋区立上板橋体育館）

●11月27日第20回バドミントン日本リーグ､98

(深川スポーツセンター）

Eテーマー - 4
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主催大会等 1

●5月23日第52回都民体育大会（第1部）女子

の部（稲城市中央公園総合体育館）

●5月30日第52回都民体育大会（第1部）男子

の部（武蔵野市総合体育館）

●6月20日第52回都民体育大会（第2部）シン

グルス（荒川区総合スポーツセンター）

●6月27日第54回国民体育大会都予選会ダブ

ルス（江戸川区総合スポーツセンター）

●7月4日東京都ダブルス選手権大会

（葛飾区総合スポーツセンター）

●9月5日第11回都民スポ・レク大会

（北区滝野川体育館）

・9月5日平成11年度青年大会都予選会

（北区滝野川体育館）

●9月26日東京都ダブルス選手権大会

（板橋区立上板橋体育館）

・第54回国民体育大会（熊本県）少年男子優勝

監督：渋谷実

選手：安村康介、佐藤翔治、佐々木翔

●12月5日東京都シングルス選手権大会

（荒川区総合スポーツセンター）

●1月9日東京都役員懇親大会

（千代田区総合体育館）

●1月10日東京都支部対抗戦

（葛飾区総合スポーツセンター）

●3月26日東京都混合ダブルス選手権大会

（板橋区立上板橋体育館）

L主管大会

●4月6日～11日第l8I1jl ヨネックスオープンジ

ャパン ‘99 （国立代々木運動場第二体育館）

●11月13B･14日第481 1 11全['il青年大会

(板橋区立'三板橋体育館）
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